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アイスレーダー氷密接度

平成21年7月22日（水）羅臼町

枝幸、紋別、網走沖の
氷の密接度（北大低温研資料より）
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１．自己紹介とプランクトン

定義
自らの遊泳能力が微弱

水の動きに身を任せて移動する



アリと珪藻

0.06 mm

0.005 mm

植物プランクトン（左：珪藻類、右：パルマ類）



アリと珪藻



Neocalanus flemingeri

Neocalanus flemingeri
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Marshall (1973)
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夏 冬

空色の海域は氷で覆われている海を示す。

は主な調査海域

7 x 106 km2 14 x 106 km2



Lalli & Parsons, 1993
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海氷内や海氷の底で増殖する単細胞藻類（植物プ
ランクトンの珪藻類が中心）。海氷中や下面は光合
成のための光が十分ではないが、海氷中に留まっ
ていれば弱い光でも利用できる上、海氷が生成され
る際に海水が鉛直的に混合し、海洋面にぶつかる
深い層の海水に含まれる栄養分を利用し増殖する
ことができる。海氷とそれに付着する植物プランクト
ンが知床の豊かな生態系の基盤となっている。



植物プランクトン植物プランクトン→→光合成をする光合成をする

二酸化炭素を利用して酸素をだす二酸化炭素を利用して酸素をだす
nCOnCO22 + 2nH+ 2nH22O + O + 光光→→n(CHn(CH22O) + nOO) + nO22 + nH+ nH22OO

植物プランクトン植物プランクトン

栄養塩栄養塩
太陽

エネルギー

海面の光の強
さの１％までの
水深で有機物
を作れる

谷口（1989）



サロマ湖海氷下の光
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サロマ湖の水中内の相対的な光の強さ（表面を100％とする）

結氷期は水深１ｍより深くなると増殖できない



Sullivan et al. (1988)海氷に付着海氷に付着 ((アイスアルジーアイスアルジー))

冬の海水の混合は冬の海水の混合は
植物プランクトンを深層に運ぶ植物プランクトンを深層に運ぶ

光１％

（水の流れに身を任せる）



時間遷移（高橋・白澤）
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平成21年度知床世界自然遺産地域生態系調査 現地報告会
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動物プランクトン
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IceAlgae写真（渡辺研太郎）
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2008年2月10日の流氷分布

青丸は2008年2­3月の調査地点

豊田 他（2008）



オホーツク海+サロマ湖+ウトロ（2008年2­3月
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Mar. 04

Mar. 07

サロマ湖

知床

豊田 他（2008）



オホーツク海・サロマ湖、知床採氷写真

オホーツク海

サロマ湖

知床（ウトロ）
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オホーツク海+サロマ湖+ウトロ（2008年2­3月）

オホーツ
ク

サロマ 知床
平成21年7月22日（水）羅臼町

（服部未発表）



サロマ湖+ウトロ（2007年3月）

サロマ湖 知床

氷 海水 氷
％ Fv/Fm  ％ Fv/Fm    ％ Fv/Fm

Detonula confervacea 15 0.398 40 0.487 2­10 0.47­0.63
Meloshira arctica 10 0.493 40 0.604 2­10 0.51­0.61
Navicula spp. 2 0.457 1 0.573 0­10 0.52­0.65
Odontella aurita 60 0.361 0 0­10 0.52­0.57
Thaliassiosira nordenskioeldi 1 0.410 1 0.637 40­60 0.49­0.65

サロマ湖と知床におけるイスアルジーの種組成と活性
（2007年3月）

McMinn et al. (2008)



サロマ湖+ウトロ（2007年3月）
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サロマ湖の基礎生産

サロマ湖の基礎生産サロマ湖の基礎生産

年間基礎生産年間基礎生産: 230 gC m: 230 gC m­­22 yearyear­­11

冬期水中冬期水中: 4.1: 4.1­­8.3 mgC m8.3 mgC m­­22 dayday­­11

冬期氷中冬期氷中:  54:  54­­343 mgC m343 mgC m­­22 dayday­­11
（服部未発表）（服部未発表）

氷の中のアイスアルジーの生産は、
水の中の生産の10倍から数十倍
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＜流氷の増減＞
●観光
●食物連鎖

流氷無し：植物プランクトンは
深い層に運ばれ、
増殖出来なくなる

●水産業



オホーツク海水温トレンド

北太平洋中層水温 (26.8–27.3σθ) トレンドマップ
(1950­2002年)

オホーツク海西
部を中心に上昇
トレンド：

1°C/100年以
上

（Nakanowatari et al., 
2007）

＜流氷の増減＞
●観光
●食物連鎖

流氷無し：植物プランクトンは
深い層に運ばれ、
増殖出来なくなる

●水産業

海氷生態学の発展は今後の世界にとっても重要


